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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・街としての機能がそ
ろっていて生活環境が
よい

・地元の良さに気づい
ていない。

・地方都市の魅力をうまく生
かしたまちづくりが必要。

・街がコンパクトで住み
やすい（15分くらいでど
こでもいける）

・良いものはあるが、う
まく活用できていない。

・町のなかにストーリーをつく
ることが必要。

・買い物が便利、生活
に必要な店、企業があ
・衣・食・住、基本的に
不足はない。

・文教施設（プール、図
書館ｅｔｃ）が整ってい

・公共施設への標識が
足りない。

・とりあえず病院がある ・医療がもっと安心でき
れば、道外からも老人
が集まる可能性があ

・大きな公園が多い ・公園を大切にしていきた
い。

・歴史を学び、感じられるま
ちづくりが必要。

・中標津の歴史、写真をまとめ
て閲覧できるようにインター
ネットで公開する

・過去～現在～未来に繋が
る中標津らしさのテーマを追
求する必要がある。

・郷土館を街の中心部に

・これまでの100年間を知る
ことが第一。

・歴史的建造物の保存。

・幸福感＝ゆとりの感じられ
るまちづくりが求められる。

・雨宿り空間をつくる

・歩いて暮らせる、自転車で
移動できる街をつくる必要が
ある。
・歩いて楽しい町にする必要
がある

・まちなかを歩いて桜、楓を楽
しめるまちにする

・散歩コースが色々とある楽
しい街が求められている。

・橋があるのは当たり
前だが通れないときは
どうする？

・災害に強いまちづくりを目
指す必要がある。

・災害訓練等、地域の一体感
のある取組により、共通認識
が高まる。

・犯罪を防ぐまちづくりを目
指す必要がある。

・街灯に庭の木がかぶ
さり電灯を隠し暗くな
る。

・不在地主の木の管理を地
域全体で対応していくことが
必要。
・一生安心して住める町にし
ていきたい。

１
地方都市とし
ての魅力を活
かす

２
歴史を伝える

３
ゆとりある暮ら
し

４
安全・安心な
生活環境
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・高齢者の福祉施設が
ない

・お年寄りの交流の場
がない

・高齢者が元気に安心して
暮らせる高齢者にやさしい
まちづくりが必要。

・高齢者の公営住宅を街なか
に

・（高齢者の）バス券助
成がなくなった。

・車を使わなくてもお年寄り
が行動しやすい、生活しや
すい歩いて暮らせるまちづく
りが必要。

・大広場につながっている街
（プラットホーム）をつくる

・10年、20年後、年寄り
の行き場はあるのか？

・障がい者や高齢者にとって
歩きにくい道をなくすことが
必要。

・車に代わるインフラ「ぶどう
型」のまちをつくる

・老人に対するサービ
スが何もない（他町に
比べて）。

・お年寄りがお年寄りを元気
づける社会も必要。

・中心地の空き地に児童館と
介護施設を併設

・老後一人になって介
護が必要になった時に
施設が足りない。不安
である。

・高齢者・障がい者の集まれ
る場所を街なかにつくる必要
がある。

・老人ホームと幼稚園を街な
かに

・医療福祉の充実が求めら
れている。

・中心地に老人ホーム、ケア
ハウスを

・一人暮らしのお年寄りが安
心して暮らせるサポートシス
テムが必要。

・独居老人、高齢世帯家庭の
把握・管理（行政、町内会）。

・高齢者が楽しめる動機付
けが街には必要。

・公園周辺に楽しめる施設を

・公営住宅、アパート、マンショ
ンを街なかに
・障害の比較的重い子のため
の教育、学校環境を整える

・子育て情報交換の場
がない。

・子どもを育てる体制づくり
が必要。

・学校の協力、町内会の意識

・子どもたちの心の豊かさを
育成することが必要。（モラ
ル教育が必要）
・子どもたちの健康保持環
境を整える必要がある。
・大人と子どもが一緒に集え
る場が必要。
・子どもたちのたまり場が必
要。

・使ってない住宅地の
空き地の草が伸び放題
で環境が良くない。

・子どもにとって魅力のある
まちづくりを行う必要があ
る。

・会館の利用を子どもたちの
遊べる場へ開放。

・子どもが気軽に遊べ
る場所がない。

・空き地を活用して子どもが
遊べる環境をつくることが求
められる。

・空き地を公園にする

・子どもが多い町に。 ・高度な知識ばかりでなく、ゆ
とりのある教育を行う。

・子ども達が安心して教育を
受けられるまちづくりを行う
必要がある。

・タワラマップ川を整備して子
ども自由にのびのびと遊べる
所にする。

・若い人たちが安心して働
け、子どもを育てられるまち
づくりを行う必要がある。

・学校のセキュリティーを充実
させる

・古い公園の復活（丸山公園、
ほかり公園）

５
高齢者や障が
い者が安心し
て暮らせる思
いやりのあるま
ち

６
子どもを育て
やすいまち
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・高校教育が充実して
いる（中標津高校、農
業高校、高等養護学

・農高の入学生が減少 ・農業高校をもっと大事に
し、活かすことが必要。

・農高ショップを街なかにつく
る。

・農高で羅臼の深層水
利用の商品開発を行っ
ている。

・酪農の町、農高の価値を
見直す。

・農高の生徒達によるレストラ
ン運営

・農高の生徒が酪農に就け
るような仕組みづくりが必

・農校を中標津市街に移転。

・高校生と地域とがつながっ
てできる活動をつくる。
（→そうすることでいずれ彼
らが街に戻ってくる）

・中高生が外に出て体験実
習、アルバイトをすることでし
つけがされる。

・若い人が社会貢献やス
ポーツなどで活躍できる場を
設けることｆが必要。

・若者の集まる場所は
大型ショッピングセン

・若者の集まる場所が
ない

・中高生の居場所をつくる必
要がある。

・街なかに人の呼べる娯楽施
設を

・学生の遊ぶ場がな
い。

・若い人が集まる施設が必
要。

・通信制の大学（介護）。

・介護関連の施設の誘致。

・若者が集う大学など誘致

・スポーツ都市なかしべつを
目指す

・役場内にスポーツ課を置く

・お金を取れる野球場、サッ
カー場をつくる。

・ボランティア団体、文
化サークルの数が多
く、元気がある

・若い人の町内会役員
引き受け者がいない。

・人間関係を大切にした社
会環境を整えていく必要が
ある。

・移住者から文化が導
入されてくる

・町内会や老人倶楽部
が高齢者のまちづくり
活動の媒体として考え
られている

・現在の隣組交流を強くして
いくことが求められる。

・町内会単位を小さくする（顔
を見えるようにする）

・人の動きがあり外との
交流がある

・街づくり工房元気の若
者の会員が少ない（平
均年齢60歳）

・若い人たちの町の活性化
への参加が必要。

・いろいろな町を転勤して回っ
た楽しい情報の共有化する。

・家の周りの畑や、花づくり
等で行き交う人と気軽に挨
拶できるまちづくりが求めら
れている
・あいさつや思いやりのある
人であふれるまちづくりが求
められる。

・基本は大きな声であいさつ。
・感謝とありがとうの気持ちを
自分以外のみんなに持つ。

・お年寄りが持っている文化
を次世代に伝えていく必要
がある。

・町民はその土地の中
で生かされている。

・生かされているという
謝恩の気持、意識が足
りない。

・行政と町民が一緒に協働・
共創によりまちづくりを行う
必要がある。
・町民一人一人が出来る事
を協力・行動する。

・シルバー人材センターの活
用方法の検討が望まれる。

７
若者が楽し
め、夢の持て
るまち

９
ふれあい、交
流のあるまち

１０
協働・共創のま
ちづくり

８
スポーツのま
ち
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

１１
行事、イベン
ト、祭り

・夏まつり、ＪＡまつり、
商工会まつり、伯爵ま
つりが行われている。

・祭りへの参加は、何
か動機づくりが必要。
高齢者は特に。

・参加しやすいイベントの開
催、工夫が求められる

・緑豊かな自然が豊富
（川面は特に緑が多い）

・自分には分からない
が、町外の人が美しい
という。

・自然と暮らしが豊かに調和
するまちづくりが必要。

・環境に取り組んでいる町へ。

・身近な自然 ・豊かな自然を守り、大切に
する心が必要。

・愛町心～　町木、町花など現
代にあったモノに選びなおす。

・市街地内の緑が素晴
らしい。

・子供の頃に林や森に
色々な虫（クワガタ等）
がいたが、今は少なく
なった。

・標津川、町を含めて段丘面
の緑を保全。（町に入るルート
から見て）

・緑に関する意識が薄く
感じる。

・簡単に木を刈ってしま
う。

・市街地区に緑を多く植える。

・道路は全て並木道にする。
・格子状防風林がきれ
い

・防風林を守るのと同時に活
用していくことを考えることが
必要。

・間伐材をペレット化して町民
ストーブをつくる。
・ペレットの会社、ストーブの会
社をつくる。
（防風林の管理にもなる）

・東22～31条付近の国有林の
下草刈等をして、散策できるよ
うにする。

・標津川を中心に武佐
川、ケネカ川、俣落川、
荒川、タワラマップ川、
チナナ川がある。

・河川改修が行われて
いる

・釣りの出来るような自然の
流れのままの川を残していく
ことが必要。

・川の改修工事は行わない

・町のなかで川魚が釣
れる川があるのが良

・市街地の中心を流れる標
津川を守る。

・昔の一条橋のような歩道橋
を架ける

・街の中心にタワラマッ
プ川が流れている。

・町、川、人が交流できる仕
掛けが必要。
・タワラマップ川を中心に川
を活用した街づくりを行う必
要がある。

・タワラマップ川を使って子供
からお年寄りまで遊べる公園
をつくる。
・タワラマップ川を子供が近づ
ける川にする。

・牧場と街を川がつな
いでいる。
・水が美味しい、水がき
れい

・この美味しい水を永
遠に続けていく。

・水と土を守って行くことが
必要。

・計画外地域にも水道を。

・水源の多い町（俣落
川の水源地ｅｔｃ）

・最近、少しの雨で川
の水が濁ることが気に
なる。

・空気が美味しい

・街なみがとりあえずき
れい

・美しいまちなみのまちづくり
をする必要がある。

・一人ひとりが自分の住んで
いる家屋敷をきれいにする。
（そのことで周りもきれいにす
る意識を持つ）

・景観、風景がきれい ・緑と川の景観を残していく
ことが必要。

・新しい物より今ある景
観でも十分魅力的。

・公園を守っていく必要があ
る。

・ゴミ拾いをしながら歩
いたら２～３年でゴミの
量が減ったと感じた。

・街なかにゴミが落ちて
いる。

・ゴミのないきれいな街にし
ていく必要がある

・通勤でゴミを拾う
・多くの人が歩いてゴミを拾う
と街はきれいになる。

・犬のフンが落ちてい
る。

１２
自然環境と調
和したまち

１３
川づくり

１４
水・空気のお
いしいまち

１５
景観や風景の
美しい町／環
境美化
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・酪農、じゃがいも、大
根

・臭い ・都市と農の住み分けが必
要。

・牧草地の良い風景 ・農業者の高齢化が進
行している。

・雇用対策が必要となってい
る。

・公共や企業による支援、指
導の仕組みをつくる。

・楽しい農業で生活できる環
境であればいい。

・北国の幸便を行って
いる（本州の人との交
流、経済流通がある）

・良いものはあるがうま
く活用できていない

・中標津の一品は何
か？

・歩き、そして食べるグルメ
の街にする。

・鹿肉ステーキやワインを楽し
める美味しいレストランを中標
津に。
・まんじゅう、茶を食せる店が
あると楽しい

・海産物が美味しい ・海、山、川の幸を活かすこ
とが必要。

・山菜を使った食の提供。

・空地にタランボを植林する。

・中標津お好み焼き（ホエーで
生地をつくり、動産食材を利
用）で交流を生む。
・家の周りをハーブ野菜や花
などの畑で囲み、みんなと大
きな家族のように食事やお
茶、おしゃべりの出来る環境を

・種類が豊富で良質な
乳製品がある
（牛乳、チーズが美味し
い）

・酪農、乳製品はコスト
が掛かりすぎる。

・乳製品で魅力的な物を生
み出すことが求められてい
る。美味しい乳製品を安く提
供することが課題。

・乳製品のスイーツを活かして
街なかに賑わいを。

・そば文化

・中標津で育った若者、
転入者の働く場がない

・産業、商業、農業の活気の
あるまちにする必要がある

・今後人口は全国的に
減少傾向が予測される

・中標津へ帰ってくる若い人
たちが働ける場を増やして
いく必要がある。

・大型工場の誘致促進。

・新しく働く場所、地場産業
をつくり若者が張り切って生
きていけるようにする必要が
ある。

・防風林の間伐材をペレット化
して町民ストーブをつくる。
・ペレットの会社、ストーブの会
社をつくる。
（防風林の管理にもなる）

・若い人たちが出店できる環
境を整える必要があある。
・異業種間のコミュニケー
ションが必要。

１６
酪農、農業の
元気なまち

１７
“食”の美味し
いまち

１８
地場産業の元
気なまち
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・郊外に住宅が増え、
街の中心が移った。

・人が街にいなくなっ
た。

・町民に親しまれ、人が集ま
る、暮らしやすい、賑わいの
ある街づくりが必要。

・街なかに役場の機能をつく
る。

・昔は駅中心に人がい
て活気があった。

・10年、20年後、家族
が生活することができ
るのか？

・人が歩ける、歩いて人が多
い町、中心部にする必要が
ある。

・公共施設を街なかに

・昔は若い人の活気が
あった。

・人が歩くことでコミュニ
ケーションが広がる。

・300ｍ半径内で生活用品等
がまかなえる町が望まれる。

・病院跡地の活用を図る

・いろいろなモノがそろ
う街だった。

・市街地の空洞化が目
立つ

・小さい商店に人が集まるよ
うにする必要がある。

・商店、喫茶店、定食屋、朝市
を街なかに

・昔は導線のなかに活
気があった。

・街のなかにいつでも人の集
まる場（核、ハブとなる場）が
必要。

・プラットショップ店、アーケー
ドを街なかに（歩いて300～500
ｍ）。

・まちなかを散歩してみ
ると歩道整備も景観も
良い。

・中心部へ人をどう移動させ
るかを考える必要がある。

・見せるお店づくり、連なった
店舗づくりを行う

・コンパクトにまとまって
いるイメージがある。

・市街地人口の減少に歯止
めをかける対策が必要。

・歩行者天国など行って、街の
なかに集まれる場所をつくる。
・バスターミナルを東７条へ

・病院施設を中心部に配置す
・空き店舗と空き地の再利
用が求められる。

・空き店舗を活用した農高や
森の家の商品販売等。

・店舗と住居が同じ時
代があった。

・商店街の活性化が必要。 ・店に住みつく

・全天候型商店街化。
・地元企業の複合型ショッピン
グモール化。

・丸山公園が有効に活
用されていない。

・丸山公園の魅力を見直し、
丸山公園を絡めてまちづくり
をする必要がある。

・丸山公園を活かす

・家族で楽しめる娯楽施設を
・試験場前の地域に広域な公
園をつくる。

・空港という核となる交
通アクセスがあり利便
がよい（町から空港ま
で１０分）

・10年、20年後、交通ア
クセスは？電気自動車
はどうなるのか？

・空港の利用促進、利活用
をどうするか。

・空港を活かし、北方領土との
人的・経済交流。

・道東（根室～羅臼、別
海、標津ｅｔｃ）の中心に
位置し日帰りが可能
・近くに都市がない

・観光地が100ｋｍ圏内
にある

２０
交通の利便、
立地特性を活
かす

１９
街なかの賑わ
い、市街地の
活性化
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■まちづくりフォーラム（Ｈ２１．１１．５）　ワークショップの意見のまとめ

キーワード 現状 問題 課題 提案

・商業都市としても、緑
と食などＰＲ素材は多
数ある。

・観光のキャッチフレー
ズで何を目玉にする
か。

・特産物をＰＲし、特産物を
利用した観光を行う必要が
ある。

・お土産品に町内の他の店舗
のカタログを入れるなどの連
携した取組を行う。

・ゴルフ場がある ・道の駅がない。 ・情報発信基地、交流拠点
が必要。

・観光案内のプロを育成する。

・養老牛のモアン山が
ある

・中標津からの発信が
少ない。

・豊富な自然の魅力を生か
した観光振興を行う必要が
ある。

・滞在型の観光モデルを形成
する。

・観光資源となる温泉
が多い

・温泉等、観光施設の有効
活用をうまく行っていく必要
がある。

・温泉を観光の目玉にＰＲ。

・雪印（トップクラスの企業）を
活用する。
・町の自慢のスポットをつくる。

・開陽台はすばらしい ・開陽台のＰＲ ・開陽台に東屋をつくる

・ゆめの森公園がある ・ゆめの森公園の利用拡充
を図る必要がある。

・森林公園との一体的活用。

・周辺町村の広域的商
業圏を持つ。

・周辺をどう巻き込む
か。また巻き込んでい
かなければならない。

・周辺の町と連携し互いの
良いところを取り入れて、共
によいまちづくりを行う必要
がある。

・合併して根室管内の中核都
市に。

・中標津だけではなく、近隣
市町村も含めて地域周辺全
体～道東（根室＋釧路で）ま
で広げてを考えて行くことが
必要。

・PRは、町単独ではなく管内
単位で魅力を発信すること
が必要。

・都市機能の拡大が見
られる（大きくなっても
困る）

・街の規模の維持（コンパク
トな市街地形成）が必要

・用途地域を見直し、中心部に
併用住宅？や規制緩和。

・自然を壊しているのも
事実。

・今ある基盤整備を活かして
行くことが求められている。
（ゆめの森公園、空港、ゴル
フ場、高等養護学校）

・空洞化ではない市街地の
再利用を考える必要があ
・周辺部のことも合わせて考
えながら、コンパクトな市街
地を考える必要がある。

・都市マスは、中標津
の底力をもう一度考え
る機会

・都市マスの決めごとを発信
し続けていくことが必要。

・10年・20年先だけのこ
とを考えるのでは短

・100年・200年先を見据えた
まちづくりの議論をすべき。
、何をつくり、何を残し、何を
残すのかを議論すべき。

２４
都市マスの推
進

２１
観光の振興

２２
広域連携

２３
コンパクトな都
市づくり
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